
上
の
グ
ラ
フ
は
１
２
月
と

７
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
学

習
・
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
と
そ
の
比
較
で

す
。
７
月
と
比
較
し
５
％
以

上
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
が
「
進

ん
で
発
表
」
「
自
主
学
習
」

「
人
の
嫌
が
る
言
葉
は
言
わ

な
い
」
「
授
業
理
解
」
「
先

生
が
分
か
る
ま
で
指
導
」
と

５
項
目
と
な
り
ま
し
た
。

「
進
ん
で
発
表
」
「
自
主
学

習
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、

２
年
生
と
１
年
生
が
特
に
マ

イ
ナ
ス
の
評
価
と
な
っ
て
い

ま
す
。

１
１
月
１
３
日
に
は
、
生

徒
の
確
か
な
学
力
向
上
、
先

生
方
の
授
業
力
向
上
を
図
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
を
見
て
い
た
だ
く
、
研
究

発
表
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
厳
し
い
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「
ま
つ
し
ま
学
習
」
の
推

進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
な

ど
生
徒
の
興
味
関
心
を
高
め
、

分
か
る
授
業
の
実
践
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
結
果
の
分

析
と
今
後
の
改
善
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
終

了
す
る
３
学
期
は
、
３
カ
月

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
１
・
２

年
生
に
つ
い
て
は
、
３
学
期

の
学
年
・
学
級
懇
談
会
等
で

も
課
題
を
共
有
し
、
ご
家
庭

で
、
そ
し
て
学
校
で
で
き
る

取
組
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
松

島
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
き

に
、
自
分
の
夢
・
目
標
が
実

現
で
き
る
よ
う
、
そ
の
実
現

に
向
け
一
歩
一
歩
前
進
す
る

努
力
を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

５
％
以
上
の
プ
ラ
ス
評
価

は
、
「
係
・
委
員
会
活
動
」

「
学
級
の
雰
囲
気
」
「
先
生

へ
の
悩
み
相
談
」
の
３
項
目

と
な
り
ま
し
た
。
１
２
月
に

は
、
新
生
徒
会
役
員
が
任
命

さ
れ
、
新
た
な
一
歩
を
歩
み

だ
し
ま
し
た
。
新
た
な
一
歩

の
時
、
生
徒
と
生
徒
、
生
徒

と
先
生
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
頼

関
係
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ

と
は
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

３
年
生
が
中
体
連
や
コ
ン

ク
ー
ル
を
終
え
、
１
・
２
年

生
中
心
で
部
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
部
活
動
の
加
入
者

数
と
加
入
率
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

１
年
生
加
入
者
１
７
名

加
入
率
４
６
％

２
年
生
加
入
者
２
７
名

加
入
率
５
６
％

松
島
中
学
校
の
部
活
動
の

加
入
者
は
、
１
・
２
年
生
で

４
４
名
、
加
入
率
５
２
％
で

す
。
現
在
男
女
卓
球
部
を
は

じ
め
７
つ
の
部
活
動
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

吹
奏
楽
部
は
、
男
女
と
も
に

入
部
が
で
き
、
卓
球
部
は
、

練
習
は
一
緒
に
し
ま
す
が
、

試
合
と
な
る
と
男
女
別
の
取

組
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
生
徒
数
、
学
級
数

の
減
少
が
確
実
な
状
況
で
、

そ
れ
に
伴
い
職
員
数
も
減
少

し
ま
す
。
１
０
年
後
の
生
徒

数
や
職
員
数
を
勘
案
す
る
と

安
定
的
に
運
営
で
き
る
部
活

動
数
は
、
４
つ
程
度
と
考
え

ま
す
。
部
活
動
数
が
少
な
く

な
る
と
入
り
た
い
部
活
動
も

少
な
く
な
り
ま
す
。
現
在
、

少
し
で
も
そ
の
こ
と
に
対
応

で
き
る
よ
う
上
天
草
市
の
４

つ
の
中
学
校
で
地
域
連
携
部

活
動
の
構
想
を
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
で
も
部
員
数
が
少
な
い

部
活
動
は
、
合
同
部
活
動
を

し
て
い
ま
す
が
上
天
草
市
の

中
学
校
で
よ
り
連
携
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

拠
点
校
部
活
動
は
、
在
籍

校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な

い
場
合
な
ど
に
、
上
天
草
市

内
の
他
の
学
校
が
受
け
入
れ

る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
受
入
が
可
能
で
学
校

長
の
承
認
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
松
島
中
学
校
で
は
、
ま

ず
は
野
球
部
で
受
入
を
始
め

て
行
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
８
年
度
か

ら
土
日
の
部
活
動
が
学
校
部

活
動
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
の
活

動
と
し
て
展
開
が
で
き
る
よ

う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
指
導
者
の
確
保
や
地
域

展
開
可
能
な
種
目
の
検
討
な

ど
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
可

能
な
種
目
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ

で
活
動
と
な
る
見
込
で
す
。

第７号の２ 校訓「磨き 鍛え 学び 創る」 令和６年(２０２４年)１２月２４日発行

学校教育目標

「人間尊重の
精神を基底に
おき、自ら考
え、自ら学び、
たくましく生き
抜く生徒を育
成する。」

松
島
中
だ
よ
り

～「夢」「目標」の実現をめざして～「楽しい学校」×「鍛える学校」＝「成長」 文責 校長 嶋﨑 幸治

（松島中HPへ）

～１２月実施、生活・学習に関するアンケートの結果より～

全
校

そ
う
思
う
＋
だ
い
た
い
そ
う
思
う
の
割
合


